
東京都港区三田３－２－２０ TEL 03-3455-6006

http://oakhp02.chottu.net

２ ０ １ ２ 年 １ 月 第 ２ ８ ２ 号

二
○
一
二
年
の
幕

開
け
。
元
旦
は
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
三
昧
の
方
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
に
始
ま

り
天
皇
杯
決
勝
、
翌
日
か
ら
は
箱

根
駅
伝
、
ラ
ク
ビ
ー
、
ア
メ
フ
ト
、

高
校
選
手
権
等
々
、
無
心
に
走
る

姿
に
影
響
さ
れ
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
を

始
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
増
え
る

ら
し
い

▼
今
年
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
は
何
と
言
っ
て

も
七
月
末
に
開
幕
す
る
ロ
ン
ド
ン

五
輪
。
中
で
も
「
な
で
し
こ
ジ
ャ

パ
ン
」
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す

が
、
男
子
は
二
月
・
三
月
の
最
終

予
選
で
出
場
が
決
ま
り
ま
す
。
サ
ッ

カ
ー
の
場
合
（
男
子
）
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
ら
れ
る
の
は
二
三
歳

以
下
。
年
齢
制
限
の
な
い
の
が
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
で
、
出
場
選
手
を
〝

Ａ
代
表
〞
と
呼
ん
で
い
ま
す

▼

次
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
は
二
○
一

四
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
大
会
。
こ
ち
ら

は
一
○
チ
ー
ム
を
二
グ
ル
ー
プ
に

分
け
た
最
終
予
選
が
六
月
か
ら
約

一
年
か
け
て
ホ
ー
ム
＆
ア
ウ
ェ
ー

戦
で
闘
わ
れ
二
位
ま
で
が
出
場
へ
。

日
本
は
五
大
会
連
続
本
大
会
出
場

が
か
か
っ
て
い
ま
す

▼
大
会
か

ら
大
会
ま
で
の
四
年
間
か
け
て
出

場
国
を
決
め
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。

世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

と
言
わ
れ
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

を
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
女
子
の

場
合
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
よ
り
も

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
方
が
注
目
さ
れ

て
い
る
だ
け
に
「
な
で
し
こ
ジ
ャ

パ
ン
」
の
意
気
込
み
は
優
勝
し
た

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
以
上
で
す

▼

四
月
に
ア
メ
リ
カ
、
ブ
ラ
ジ
ル
と

の
親
善
試
合
が
あ
り
楽
し
み
！

｢

絆｣

二
〇
一
一
年
を
表

す
漢
字
で
し
た
。
東
日
本
大

震
災
そ
し
て
、
東
京
電
力
福

島
原
発
の
事
故
。
家
族
を
想

い
、
街
を
想
い
、
社
会
や
世

の
中
の
こ
と
を
考
え
た
一
年
。

｢
絆｣

を
守
る
た
め
に
は
、
社

会
が
一
人
ひ
と
り
を
守
る
機

能
を
持
た
な
け
れ
ば
と
考
え

ま
す
。

｢

原
発
な
く
せ｣

「
格
差
を

な
く
せ
、
99
％
の
国
民
が
連

帯
し
て
未
来
を
開
こ
う｣
な
ど

各
地
で
集
会
が
開
か
れ
、
社

会
的
連
帯
の
輪
が
広
が
っ
た

一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

被
災
地
で
は
一
人
も
解
雇

せ
ず
会
社
を
再
建
し
よ
う
と

踏
ん
張
る
中
小
の
会
社
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
電

機
大
手
の
ソ
ニ
ー
仙
台
が
震

災
を
理
由
に
期
間
社
員
を
雇

い
止
め
し
た
り
、
沖
グ
ル
ー

プ(

沖
デ
ー
タ)

で
は
契
約
解

除
の
名
の
下
に
解
雇
を
す
る

非
情
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
抗
し
、
そ
れ
ぞ

れ
労
働
組
合
に
入
り
、
雇
用

の
継
続
を
求
め
た
た
か
っ
て

い
ま
す
。

企
業
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
（
法
令
遵
守
と
模
範
的
行

動)

と
社
会
的
責
任
を
果
た
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

職
場
は
人
員
削
減
で
人
手

不
足
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。

業
務
の
効
率
化
で
、
過
密
労

働
や
長
時
間
労
働
が
依
然
と

し
て
解
決
を
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
非
正
規
社
員
も
含
め
た

す
べ
て
の
労
働
者
が
心
身
と

も
に
健
康
で
働
け
る
環
境
な

し
に
は
、
健
全
な
経
営
も
再

生
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
一
年
、
職
場
か
ら｢

人

間
ら
し
い
生
活
と
働
き
方
を

取
り
戻
そ
う
！
」
の
声
を
一

緒
に
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

沖
電
気
の
職
場
を

明
る
く
す
る
会

「
職
場
の
声
」生

活
改
善
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

■
生
産
現
場
は
多
能
工
の
も
と
、
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
に
他
職
場
へ
の
応
援
が
あ
り
、
落

ち
つ
か
な
い
。

■
勤
続
年
数
か
ら
考
え
る
と
、
な
さ
け
な

く
な
る
よ
う
な
月
収
と
年
収
で
す
。
賃
金

の
UP
を
の
ぞ
み
ま
す
。

■
転
籍
前
提
の
出
向
後
は
、
賃
金
ダ
ウ
ン

が
心
配
で
す
。

■
正
規
社
員
以
上
の
仕
事
や
、
あ
れ
っ
て

思
わ
れ
る
仕
事
内
容
に
疑
問
あ
り
。
こ
れ
っ

て
正
社
員
の
仕
事
で
し
ょ
う
と
？
思
う
事

度
々
、
疲
れ
ま
す
。

■
職
場
の
人
間
関
係
は
バ
ラ
バ
ラ
、
管
理

職
の
指
導
力
の
無
さ
に
驚
愕
。

■
上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ
が
あ
る
。
最
近
は
開

き
直
っ
て
週
３
日
は
定
時
で
帰
宅
し
て
い

る
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

「
会
」
は
沖
電
気
と
そ
の
関
連
な

ど
で
働
く
人
々
が
「
安
心
し
て
人

間
ら
し
く
働
け
る
職
場
」
を
願
っ

て
創
ら
れ
ま
し
た
。
正
規
・
非
正

規
を
問
わ
ず
誰
で
も
入
会
で
き
ま

す
。
略
称
は
Ｏ
Ａ
Ｋ
で
す
。

仕
事
や
生
活
の
こ
と
、
世
の
中
の

事
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

少
し
で
も
明
る
い
明
日
に
な
る
よ

う
に
と
、
会
紙
は
「
あ
す
な
ろ
」

《
設
立
１
９
８
６
年
》

沖電気のプリンター事業会社・

沖データで契約解除（解雇）

されたＴさんを職場に戻そう

と１２月１７日、高崎市内

（群馬県）で集会が開催され

ました。参加は２８団体１０

０名で熱気あふれる集会とな

りました。

米田電機・情報ユニオン中央

執行委員長は「直接雇用を求

め、労使の交渉で解決をさせ

るため全力で頑張りたい」と

主催者を代表して挨拶。

連帯挨拶に立った真砂群馬県

労働組合会議議長は「社会的

に包囲する運動を群馬県労働

会議のたたかいとして広げて

行きたい」と力強い挨拶。講

演では「格差社会の是正を！

労働者派遣法をめぐる情勢」

を吉野弁護士が行いました。

中山電機・情報ユニオン関東

地本執行委員の「たたかいの

経過報告」後、Ｔさん本人か

ら訴えがされました。「８年

５ヶ月もの長い間、正社員の

やる仕事を任され、早朝４時

に出社し仕事の準備、昼食も

惜しんでやり続けたこともあ

る。タイムカードを押してか

ら又、残業をやったり、月１

００時間を超す仕事に体を壊

したこともある。それでも誇

りとやりがいを感じてやって

きた。それがいとも簡単に契

約解除の名で、放り出される

ことに心から怒りを感じた。

何としても沖データで働きた

いので引き続きご支援をお願

いします」と訴えると、会場

からは大きな拍手

が沸き起こりまし

た。最後に集会決

議が採択され、後

日、群馬県労働組

合会議の役員によっ

て沖データと群馬

労働局へ届けられ

ました。

誰もが安心して働き・生活できる社会を！

沖データに派遣社員の直接雇用を求める
１２・１７集会

立ち見もでるほど会場いっぱいの参加者

講演した吉野弁護士

今年もよろしく
お願いします。

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
賃
金
と

健
康
で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
！



管理職に占める女性比率（％）
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沖電気本庄地区の従業員の推移
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準
社
員
制
度
が
無
く
な
っ
て
も

変
わ
ら
ぬ
低
賃
金

【
本
庄
ジ
ェ
イ
ア
イ
ピ
ー
テ
ク
ノ
】

本
庄
工
場
の
製
造
部
門
が

分
社
化
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｐ
は
、
生

計
主
体
者
で
な
い
人
（
多
く

は
女
性
）
は
準
社
員
に
さ
れ
、

時
間
給
制
で
金
曜
日
は
出
社

に
及
ば
ず
と
、
働
く
権
利
も

侵
害
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

職
場
か
ら
の
不
満
の
声
と
、

高
齢
化
で
正
社
員
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
、

去
年
か
ら
こ
の
制
度
が
な
く

な
り
正
社
員
に
戻
り
ま
し
た
。

し
か
し
賃
金
は
以
前
と
変
わ

ら
ず
低
賃
金
で
す
。
皆
が
沖

よ
り
低
賃
金
に
置
か
れ
て
い

る
Ｊ
Ｉ
Ｐ
。
労
働
日
数
も
沖

よ
り
一
週
間
ほ
ど
多
く
、
給

料
日
や
金
曜
日
も
残
業
し
て

い
る
の
に
、
せ
め
て
も
う
少

し
賃
金
を
上
げ
て
欲
し
い
は

切
実
な
要
求
で
す
。

タ
イ
か
ら
応
援
部
隊
が
来
日

【
ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
】

洪
水
に
よ
る
被
害
は
甚

大
で
工
場
を
再
操
業
さ
せ
る

に
は
半
年
以
上
か
か
る
情
況

で
す
。
代
替
生
産
は
ラ
ピ
ス

宮
崎
が
３
０
％
以
上
受
け
持

ち
、
そ
の
ほ
か
は
十
数
社
の

外
注
を
確
保
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
熟
練

し
た
ス
キ
ル
を
持
っ
た
タ
イ

従
業
員
が
ラ
ピ
ス
宮
崎
で
仕

事
を
す
る
為
来
日
。
第
１
陣

は
４
４
名
・
第
２
陣
は
２
０

名
で
宮
崎
従
業
員
と
共
に
働

い
て
い
ま
す
。

暖
か
い
タ
イ
か
ら
冬
の
日

本
で
は
大
変
と
全
従
業
員
に

衣
服
の
提
供
を
呼
び
か
け
る

な
ど
の
対
策
も
行
い
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
環
境
で
苦
労
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
是
非
頑

張
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

通
路
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。

【
高
崎
】

高
崎
工
場
南
門
の
金
木
犀

が
街
灯
の
明
か
り
を
阻
害
し

て
防
犯
上
も
心
配
と
い
う
近

所
の
声
が
出
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
金
木
犀
の
剪
定

で
外
灯
の
灯
り
が
通
路
全
体

に
届
き
明
る
く
な
り
ま
し
た
」

と
住
民
か
ら
感
謝
さ
れ
ま
し

た
。
沖
電
気
の
素
早
い
対
応

の
お
陰
で
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

職
場
や
地
域
の
声
を
率
直

に
受
け
止
め
改
善
す
る
姿
勢

は
ま
さ
し
く
「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」
で
、

企
業
の
責
任
あ
る
態
度
は
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。

連
合
（
日
本
労
働
組
合
総
連
合
）

は
２
０
１
２
年
春
闘
の
闘
争
方
針

案
に
、
仕
事
の
内
容
が
正
社
員
と

変
わ
ら
な
い
非
正
社
員
に
つ
い
て
、

時
給
３
０
円
プ
ラ
ス
１
％
の
賃
金

引
き
上
げ
要
求
を
盛
り
込
む
。
あ

わ
せ
て
、
「
総
合
的
な
労
働
条
件

向
上
」
を
う
た
い
、
正
社
員
登
用

の
促
進
や
福
利
厚
生
を
含
め
た
格

差
是
正
に
取
り
組
む
。

正
社
員
に
つ
い
て
は
全
組
合

が
取
り
組
む
最
低
限
の
課
題
と
し

て
賃
金
カ
ー
ブ
維
持
分
（
定
期
昇

給
相
当
額
）
の
確
保
を
提
示
。
加

え
て
賃
金
の
減
少
傾
向
に
歯

止
め
を
か
け
、
労
働
条
件
を
元
に

戻
す
た
め
、

給
与
総
額
の
１

％
を
目
安
に
引
き
上
げ
を
求
め
る
。

賃
上
げ
は

非
正
社
員
に
つ
い

て
も
要
求
し
、
組
合
員
以
外
に
も

波
及
さ
せ
た
い
考
え
。
正
社
員
と

働
き
方
が
同
じ
非
正
社
員
に
つ
い

て
は
、
正
社
員
の
定
期
昇
給
平
均

額
の
月
５
千
円
を
時
給
換
算
し
た

３
０
円
を
土
台
に
、
さ
ら
に

賃
金
改
善
分
と
し
て
１
％
を
目
安

に
上
乗
せ
要
求
す
る
。
働
き
方
が

正
社
員
と
異
な
る
場
合
は
時
給
２

０
円
ア
ッ
プ
を
目
安
と
す
る
。
こ

れ
と
は
別
に
時
給
１
千
円
の
獲
得

な
ど
複
数
の
目
標
を
設
定
し
、
状

況
に
応
じ
選
べ
る
よ
う
に
す
る
。

こ
の
要
求
案
で
は
、
時
給
１
０

０
０
円
の
人
の
要
求
額
は
４
０
円

ア
ッ
プ
の
１
０
４
０
円
と
な
る
。

⇒
沖
電
気
の
本
庄
地
区
の
従
業
員

の
推
移
・
当
会
調
べ

１
９
７
６
年
に
は

沖
電
気
本
体
だ
け
で

も
２
７
３
３
人
、
社

員
の
２
割
を
超
え
て

い
た
女
性
社
員
は
人

員
削
減
の
連
続
で
０

６
年
に
は
１
割
以
下

に
な
っ
た
。
男
性
よ

り
減
員
比
率
が
高
か
っ

た
結
果
だ
。

特
に
、
女
性
管
理

職
の
割
合
は
低
い
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
女
性
の
能

力
を
生
か
し
た
企
業

に
は
な
っ
て
い
な
い
。

２
月
１
４
日
発
売

５
億
円
復
興
宝
く
じ

「
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
」
が
話
題
だ
。
１

等
の
前
後
賞
を
あ
わ
せ
る

と
過
去
最
高
の
５
億
円
だ
。

６
６
０
億
円
売
上
げ
見

込
み
、
う
ち
２
０
０
億
円

が
復
興
事
業
に
充
て
ら
れ

る
計
画
で
あ
る
。

１
１
年
７
月
の
３
０
０
億
円
売

上
げ
見
込
み
復
興
宝
く
じ
で
は
、
１

０
０
億
円
の
売
上
げ
に
と
ど
ま
る
な

ど
、
近
年
は
売
上
げ
が
停
滞
す
る
中
、

売
上
げ
動
向
に
も
関
心
が
集
ま
っ
て

い
る
。

《沖電気を考える》 第５０回

遅れる女性の雇用と男女平等

総務省統計局「労働力調査」ILO[laborsta]

の２００８年の国際比較から。

ＯＫＩは2007年３月期の管理職1,412名

女性22名を利用した。

（２００８年）

宝くじ

非
正
規
社
員
の
労
働
条
件
の
改
善

連
合
は
時
給
３
０
円
プ
ラ
ス
１
％
の
要
求
に

２０１２年

春闘

１
２
月
２
９
日
の
東
京
新
聞(

群
馬

版
）
に
よ
る
と
、
沖
電
気
の
子
会
社
で

プ
リ
ン
タ
ー
を
製
造
す
る
沖
デ
ー
タ
が
、

派
遣
社
員
を
契
約
外
の
業
務
内
容
で
違

法
な
期
間
働
か
せ
た
と
し
て
、
群
馬
労

働
局
が
労
働
者
派
遣
法
違
反
の
疑
い
で

立
ち
入
り
調
査
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
こ
の
派
遣
社
員
は
今
年
９
月

に
契
約
を
更
新
さ
れ
ず｢

雇
い
止
め｣

に

な
っ
た
。
沖
デ
ー
タ
は
立
ち
入
り
調
査

の
事
実
を
認
め
て
い
る
。
派
遣
社
員
は

｢

当
時
の
手
帳
や
メ
モ
な
ど
が
残
り
、

仕
事
内
容
や
勤
務
時
間
の
具
体
的
な
立

証
が
で
き
る
。
雇
い
止
め
は
納
得
で
き

な
い
。
沖
デ
ー
タ
と
仕
事
に
愛
着
が
あ

り
、
妻
や
幼
い
子
ど
も
二
人
の
た
め
の

戻
り
た
い
」
と
主
張
し
て
い
る
事
を
報

道
し
て
い
ま
す
。

「労働者派遣法違反容疑」で

群馬労働局が立ち入り調査 東京新聞が報道


